
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
十
一
回
目
に
あ
た
る
。
今
回
対
象
と
す
る

の
は
、
天
平
勝
宝
三
（
七
五
一
）
年
で
あ
る
。
本
目
録
作
成
に
至
っ
た
経
緯
や
そ

の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
三
号
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
、
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。
但
し
、
特
に
密
接
な
関
係
を

有
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
隣
接
さ
せ
た
場
合
が
あ
る
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
単
体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
を

成
す
場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を
附
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。

ま
た
、
各
文
書
が
小
集
合
を
構
成
し
、
い
く
つ
か
の
小
集
合
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
帳
簿
の
場
合
は
、
最
も
大
き
な
集
合
に
文
書
番
号
を
与
え
、
小
集

合
に
は
枝
番
号
を
、
各
文
書
に
は
さ
ら
に
枝
番
号
を
付
し
て
、
そ
の
成
立
過
程

を
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
。

・
文
書
名
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
同
一

で
は
な
い
。
往
来
軸
が
あ
る
場
合
は
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
き
、
公
式
様
文
書

の
場
合
は
発
信
者
と
書
式
を
明
示
す
る
文
書
名
を
付
け
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
（
帳
簿
の
場
合
に
は
開
始
年
月

日
）
を
示
し
た
。（

）
は
推
定
。
以
下
全
て
の
項
目
に
お
い
て
、
元
号
の
天

平
勝
宝
は
「
勝
宝
」
と
略
記
し
た
。

・
期
間
／
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は
「
作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象
の
最
終
年
月
日
を
「
〜
」
に
続
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
記

載
年
月
日
と
作
成
年
月
日
が
同
一
と
は
限
ら
な
い
が
、
特
に
区
別
は
せ
ず
、
記

載
年
月
日
を
も
っ
て
作
成
と
し
た
。

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
勝
宝
三
年
―

吉

永

匡

史

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
三
号

二
〇
〇
九
年
三
月
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・
写
経
事
業
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
主
と
し
て
関
わ
る
写
経
事
業
を
記
し
た
。

特
定
の
写
経
事
業
と
関
係
し
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、「
－
」
で
示
し
た
。

・
文
書
機
能
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
果
た
し
た
機
能
や
内
容
を
摘
記
し
た
。

・
作
成
／
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書
の
作
成
／
保
管
主
体
、
ま
た
は
文
書
の

発
信
者
／
受
信
者
を
示
し
た
。
ま
た
、
案
文
の
場
合
に
は
「
写
書
所
（
↓
造
東

大
寺
司
）」
と
い
う
形
で
、
推
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を
示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
二
五
巻
に
お
け
る
所
在
を

巻
数
と
頁
数
に
よ
っ
て
三
４９５
（
三
巻
四
九
五
頁
の
意
）
の
ご
と
く
示
し
た
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
S＝

正
集
、
Z＝

続
修
、

ZK＝

続
修
後
集
、
ZB＝

続
修
別
集
、
ZZ＝

続
々
修
、
拾
遺＝

国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
編
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』。
断
簡
番
号
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編

『
正
倉
院
文
書
目
録
』
既
刊
部
分
（
正
集
〜
塵
芥
、
以
下
編
纂
所
目
録
と
略

す
）
は
そ
れ
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
に
示

さ
れ
た
紙
数
番
号
を
〈

〉
で
示
し
た
。
未
刊
部
分
は
紙
数
番
号
の
み
を
記
し

た
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
何
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
同
一
の
紙
質
上
で
当
該
文
書
以
外
に
文
字
を
書
く
媒
体

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
を
示
し
た
。
主
に
紙
背
の
利
用
で
あ

る
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
空
欄
と
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
の
留
意
点
を
示
し
、
端
裏
書
や
、
八
世
紀
当
時
お

よ
び
近
代
の
編
成
時
に
お
け
る
往
来
軸
・
付
箋
の
情
報
は
必
ず
記
す
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』「
未
収
古
文

書
目
録
」（
以
下
、
未
修
目
録
と
略
す
）
に
よ
る
情
報
﹇
飯
田
二
〇
〇
一
〜
二

〇
〇
三
﹈
を
記
し
た
。

・
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
解
説
は
、
集
成
解
説

と
略
す
。

・
本
目
録
に
含
ま
れ
な
い
勝
宝
三
年
の
内
容
を
含
む
文
書
、
お
よ
び
関
係
す
る
文

書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
略
称
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
「
十
５８８
〜
５９２
」
の
形

式
で
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
の
巻
数
と
頁
数
を
示
し
た
（
以
下
、
本
文

で
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
の
巻
数
・
頁
数
を
示
す
場
合
に
は
こ
の
方
式

に
よ
る
）。
先
行
目
録
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
書
の
所
在
等
に
つ
い
て
は
、
先

行
目
録
の
当
該
文
書
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
〕
…
勝
宝
二
年
、
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
（
続
々
修
３７

―
４
、
十
一
１５６
〜
１７０
）

〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ａ
…
天
平
二
一
年
三
月
頃
、
東
大
寺
写
一
切

経
所
解
案
（〔
新
井
目
録
〇
一
九
〕）

〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ｂ
…
天
平
二
一
年
三
月
二
十
日
以
降
、
東
大

寺
写
一
切
経
所
解
案
（〔
新
井
目
録
〇
二
〇
〕）

〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ｃ
…
天
平
感
宝
元
年
五
月
三
十
日
以
降
、
東

大
寺
写
一
切
経
所
解
案
（〔
新
井
目
録
〇
三
九
〕）

〔
造
東
寺
司
解
案
〕
…
勝
宝
二
年
、
造
東
寺
司
解
案
（
続
修
別
集
１４
、
三
４７８

〜
４８３
）

〔
間
写
経
本
納
返
帳
〕
…
天
平
十
九
年
、
間
写
経
本
納
返
帳
（
続
々
修
１５
―

９
、
九
５９８
〜
６１７
）

〔
間
経
紙
筆
墨
充
帳
〕
…
天
平
感
宝
元
年
六
月
二
十
日
〜
勝
宝
七
年
六
月
、

間
経
紙
筆
墨
充
帳
（〔
新
井
目
録
〇
〇
二
―
〇
三
〕）

三

写
経
事
業
の
概
観

勝
宝
三
年
は
、
告
朔
案
と
食
口
案
か
ら
成
る
〔
三
〇
〕
に
よ
っ
て
、
各
月
に
行
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わ
れ
た
写
経
事
業
の
模
様
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
書
生
（
経

師
）・
校
生
・
装
潢
別
に
ま
と
め
る
と
、
表
１
〜
３
の
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
こ

れ
ら
を
適
宜
参
照
し
つ
つ
概
観
し
た
い
。

１

天
平
勝
宝
二
年
以
前
か
ら
の
継
続
事
業

光
明
皇
后
発
願
の
五
月
一
日
経
の
書
写
は
、
勝
宝
三
年
に
お
い
て
も
引
き
続
き

実
施
さ
れ
た
。
但
し
そ
の
内
実
は
、
天
平
十
五
年
の
方
針
転
換
に
よ
っ
て
、
開
元

釈
教
録
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
章
疏
な
ど
も
書
写
対
象
に
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

方
針
転
換
後
の
写
経
は
、
そ
の
底
本
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
主
原
因
と
し

て
な
か
な
か
進
ま
ず
、
写
経
の
規
模
自
体
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。
依

然
と
し
て
経
疏
と
も
に
書
写
は
継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
底
本
を
容
易
に
入
手
で

き
る
も
の
は
こ
れ
以
前
に
書
写
し
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
未
写
分
の
目

録
を
作
成
し
て
そ
の
所
有
者
を
特
定
す
る
作
業
を
行
い
、
借
り
出
し
が
出
来
次
第

書
写
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

勝
宝
三
年
に
お
け
る
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
表
１
に
よ
る
と
経
典

の
書
写
が
行
わ
れ
た
の
は
四
ヶ
月
の
み
で
あ
り
、
疏
の
書
写
が
一
年
を
通
し
て
継

続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
内
で
入
手
可
能
な

経
典
の
書
写
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
が
疏
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
こ
と

に
よ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
〔
二
〇
〕・〔
二
一
〕
等
の
奉
請
文
か
ら
う
か
が
え
る
よ

う
に
、
精
力
的
に
底
本
の
捜
索
を
行
う
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
底
本
の
所
在
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
宣
教
や
智
憬
と
い
っ
た
僧
侶
の

協
力
を
得
た
こ
と
が
、
宣
教
作
成
の
目
録
で
あ
る
〔
五
一
〕
や
、〔
五
二
〕
に

「
且
勘
定
交
名
進
上
如
左
、
但
莫
知
他
人
、
智
憬
等
之
所
視
也
。」
と
あ
る
こ
と
か

ら
う
か
が
え
る
。

一
方
で
間
写
経
に
つ
い
て
は
、
天
平
二
十
年
に
始
ま
っ
た
千
部
法
華
経
が
終
了

表１ 告朔案・食口案にみえる書生・経師数

１２月

８４

１７

１１月

１６

６６

題２０

２１

１０月

４２

４６

題３

２３

９月

４３

１２

１３

３

８月

６４

２４

５

１４

２３

７月

９４

題１１

１２４

６月

３６

１６１

８１

題３

４８

２２

５月

３４

３１４

５

１

１８８

１５２

１６

４月

８４

３２

１

６０１

２１

３月

３２

４００

１２

３４２

２月

５５

３８８

１３

７９５

１月

２９

１５１

４７７

５

１０

写 経 種 類

経

疏

寿量品

瑜伽論

千部法華経

金剛三昧経

大般若理趣分

最勝王経

法華玄賛

金字華厳経

六字呪王経

梵網経疏

法華経

常
写

間

写
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表２ 告朔案・食口案にみえる校生数

１２月

１

１１月

５

１３

６

１０月

３

１０

３

３

９月

６

５

２

８月

６

１

５

７月

２０

３５

６月

４

４５

１０

５月

６７

３４

４８

４月

１６

１０

１００

３

３月

４

６０

２

５１

２月

１１

５８

１２７

１月

５

４０

８６

５

２

写 経 種 類

経

疏

寿量品

瑜伽論

千部法華経

金剛三昧経

大般若理趣分

最勝王経

法華玄賛

金字華厳経

六字呪王経

梵網経疏

法華経

常
写

間

写

表３ 告朔案・食口案にみえる装�数

１２月

１０

２

１１月

２

３

２２

６

１０月

３

６５

８

９月

３

８

１３

４

１

８月

６

緒３６

３

３

７月

７

１１

緒１１

１１

３

６月

７

３

３９

２

９

５月

７

１０

１

２４

３

１２

４

４月

３０

１

４３

４

３

３月

２１

５２

２７

２月

３１

１２５

１月

４

２０

７９

４

２

写 経 種 類

経

疏

寿量品

瑜伽論

千部法華経

金剛三昧経

大般若理趣分

最勝王経

法華玄賛

金字華厳経

六字呪王経

梵網経疏

法華経

常
写

間

写
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し
て
い
る
。
五
月
で
一
百
部
の
書
写
が
完
了
し
、
六
・
七
月
に
か
け
て
題
字
が
書

さ
れ
た
。
布
施
の
申
請
が
六
月
に
行
わ
れ
て
い
る
〔
五
五
〕。

次
に
勝
宝
元
年
に
始
め
ら
れ
た
瑜
伽
論
の
書
写
は
、
一
・
六
・
七
月
を
除
い
て

小
規
模
な
が
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
進
め
ら
れ
て
い
る
〔
三
〇
〕。

勝
宝
二
年
に
開
始
さ
れ
た
寿
量
品
書
写
に
つ
い
て
は
、
六
月
に
写
経
を
終
え
、

十
・
十
一
月
に
題
字
が
書
さ
れ
た
。
筆
墨
の
請
求
〔
一
四
〕
や
、
書
写
状
況
の
報

告
〔
二
七
〕、
料
紙
の
受
領
報
告
〔
八
九
〕
な
ど
か
ら
具
体
的
な
進
行
状
況
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
布
施
の
申
請
が
八
月
に
為
さ
れ
て
お
り
〔
六
三
〕、
本

年
で
書
写
が
完
了
し
て
い
る
。

２

勝
宝
三
年
開
始
の
写
経

表
１
〜
３
よ
り
勝
宝
三
年
に
開
始
さ
れ
た
写
経
事
業
と
し
て
は
、
ま
ず
正
月
に

書
写
さ
れ
た
最
勝
王
経
・
大
般
若
経
理
趣
分
・
金
剛
三
昧
本
性
清
浄
不
壊
不
滅
経

が
挙
げ
ら
れ
る
〔
三
〇
〕。
宣
者
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

次
に
法
華
玄
賛
で
あ
る
が
、
正
月
に
佐
味
命
婦
の
宣
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
〔
七

二
〕、
早
速
当
月
よ
り
着
手
さ
れ
て
い
る
〔
三
〇
〕。
第
一
巻
の
み
の
書
写
で
あ
り
、

正
月
で
完
了
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
五
月
に
な
っ
て
善
光
尼
の
宣
に
よ
っ
て

一
部
二
十
巻
の
書
写
が
新
た
に
命
じ
ら
れ
〔
七
二
〕、
七
月
よ
り
開
始
し
翌
八
月

に
終
了
し
て
い
る
〔
三
〇
〕。

三
月
に
開
始
さ
れ
た
書
写
と
し
て
、
金
字
華
厳
経
が
挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
な

経
過
と
し
て
は
、
同
月
に
必
要
な
用
度
の
申
請
が
為
さ
れ
〔
一
七
〕、
そ
の
後
順

次
紙
筆
を
受
領
し
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
一
八
〕。
実
際
の
写
経
は
五
月
に
始
め
ら

れ
、
経
巻
の
割
り
当
て
や
〔
三
八
〕、
紙
筆
の
充
当
が
行
わ
れ
て
い
る
〔
三
九
〕。

書
写
は
六
月
に
も
引
き
続
き
行
わ
れ
〔
三
〇
〕、
お
そ
ら
く
こ
れ
を
以
て
完
了
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

四
月
に
は
、
良
弁
の
宣
に
よ
っ
て
六
字
呪
王
経
の
書
写
が
命
じ
ら
れ
た
。
書
写

も
同
月
に
為
さ
れ
〔
三
〇
〕〔
三
二
〕、
使
用
し
た
料
紙
数
の
報
告
も
確
認
で
き
る

〔
三
七
〕。

五
月
に
な
る
と
、
梵
孟
経
疏
の
書
写
が
先
に
述
べ
た
法
華
玄
賛
と
同
時
に
、
善

光
尼
の
宣
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
〔
七
二
〕。
途
中
七
月
は
法
華
玄
賛
の
書
写
に

着
手
し
た
た
め
か
中
断
す
る
も
の
の
翌
月
よ
り
再
開
し
、
九
月
に
完
了
し
た
〔
三

〇
〕。ま

た
八
月
に
は
、
飯
高
命
婦
の
宣
に
よ
っ
て
法
華
経
八
巻
の
書
写
が
開
始
さ
れ

〔
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
〕、
九
月
に
至
り
完
了
し
た
〔
三
〇
〕。

こ
の
ほ
か
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
間
写
経
と
し
て
は
、
正
月
に
佐
伯
今
毛
人

宣
に
よ
る
「
奉
為
嶋
御
所
」
の
華
厳
伝
と
宣
者
不
詳
の
弥
勒
経
が
写
さ
れ
〔
装
潢

受
紙
墨
軸
等
帳
〕〔
一
五
―
〇
一
〕、
十
月
以
降
に
は
六
十
華
厳
経
が
書
写
さ
れ
て

い
る
〔
七
五
〕。

最
後
に
私
願
経
と
し
て
は
、
正
月
に
佐
伯
今
毛
人
の
宣
に
よ
っ
て
梵
網
経
・
観

无
量
寿
経
の
書
写
が
行
わ
れ
た
〔
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
〕。
そ
し
て
上
毛
野
真
人

の
宣
に
よ
っ
て
二
・
三
・
四
月
に
弥
勒
経
・
理
趣
分
疏
・
起
信
論
・
起
信
論
疏
が

書
写
さ
れ
〔
〇
六
〕、
ま
た
良
弁
の
宣
に
よ
っ
て
法
華
経
・
无
量
義
経
な
ど
の
写

経
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
〔
〇
六
〕〔
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
〕。
四
月
に
は
東
大

寺
三
綱
の
求
め
に
よ
り
、
善
光
尼
の
忌
日
の
た
め
に
法
華
経
一
部
を
書
写
し
て
い

る
〔
〇
六
〕。
そ
し
て
五
月
に
は
�
井
根
道
の
私
願
経
で
あ
る
梵
網
経
の
写
経
が

行
わ
れ
〔
〇
六
〕、
年
月
日
不
明
で
あ
る
が
市
原
王
の
命
に
よ
る
般
若
呪
法
な
ど

の
書
写
も
確
認
さ
れ
る
〔
〇
六
〕。

四

個
別
文
書
の
検
討
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〔
〇
二
〕
大
般
若
経
の
料
紙
に
付
さ
れ
て
い
た
文
書
。
勝
宝
二
年
よ
り
使
用
の
た

び
に
そ
の
数
を
記
し
、
書
写
終
了
後
、
勝
宝
三
年
に
な
っ
て
残
部
枚
数
を
数

え
て
検
定
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

〔
〇
三
〕
勝
宝
三
年
に
お
け
る
書
写
料
紙
の
受
納
・
造
上
数
の
記
録
。
冒
頭
部
は

大
破
し
て
お
り
、
現
状
で
は
裏
打
ち
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
紙

目
と
二
紙
目
の
間
に
裏
打
紙
が
見
え
両
紙
を
分
離
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、

墨
痕
が
ま
た
が
る
た
め
、
両
紙
は
接
続
す
る
。
記
載
順
序
に
つ
い
て
は
、
正

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
記
載
を
含
む
が
、
日
付
順
で
は
な
い
。
し
か
し
一
紙

目
と
三
紙
目
の
奥
に
約
六
糎
の
余
白
が
あ
り
、
本
帳
の
最
終
紙
で
あ
る
十
紙

目
も
約
十
四
・
五
糎
の
余
白
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
最
終

的
に
成
巻
さ
れ
る
前
は
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
断
簡
に
分
か
れ
て
別
個
に
使

用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
〇
四
〕
勝
宝
三
年
の
写
書
所
に
お
け
る
経
疏
出
納
の
記
録
。
勾
点
や
返
来
の
情

報
な
ど
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

〔
〇
六
〕
勝
宝
三
年
二
月
五
日
よ
り
七
月
二
九
日
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
経
疏
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
の
巻
数
や
料
紙
の
供
給
元
、
担
当
経
師
・
装
潢
な
ど
を
記
録
。

な
お
、
続
々
修
１１
―
７
は
本
帳
の
み
で
成
巻
さ
れ
て
い
る
が
、
三
紙
目
の
奥

に
余
白
が
約
九
糎
あ
る
た
め
、
本
帳
は
七
月
二
九
日
で
記
載
が
終
わ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

〔
〇
八
〜
一
一
〕
い
ず
れ
も
間
写
経
書
写
の
布
施
申
請
解
で
あ
り
、
作
成
段
階
の

異
な
る
案
文
で
あ
る
。
勝
宝
三
年
作
成
と
み
な
さ
れ
る
こ
の
四
通
に
つ
い
て
、

密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
は
以
下
の
計
八
通
で
あ
る
。

・〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ａ
（
天
平
二
一
年
、
十
５８８
〜
５９２
）

・〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ｂ
（
天
平
二
一
年
、
十
５９２
〜
５９７
）

・〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ｃ
（
天
平
感
宝
元
年
、
十
６０９
〜
６１２
）

・〔
造
東
寺
司
解
案
〕（
勝
宝
二
年
、
三
４７８
〜
４８３
）

・〔
〇
八
〕
造
東
寺
司
解
案
（
勝
宝
三
年
、
十
６０２
〜
６０４
）

・〔
〇
九
〕
造
東
寺
司
解
案
（
勝
宝
三
年
、
十
５９７
〜
６０１
）

・〔
一
〇
〕
造
東
寺
司
解
案
（
勝
宝
三
年
、
十
一
４７７
〜
４８２
）

・〔
一
一
〕
造
東
寺
司
解
案
（
勝
宝
三
年
、
十
６０４
〜
６０９
）

こ
れ
ら
の
作
成
順
序
を
整
理
す
る
と
、
基
本
的
に
右
に
掲
げ
た
通
り
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
（〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ａ
〜
Ｃ
の
順
序
は
、〔
新

井
目
録
〕
に
従
う
）。
は
じ
め
に
、
四
段
階
目
で
あ
る
〔
造
東
寺
司
解
案
〕

よ
り
個
別
に
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。

〔
造
東
寺
司
解
案
〕
…
事
実
書
の
第
三
紙
一
行
目
を
『
大
日
本
古
文
書
』

で
「
仝
年
」
と
す
る
の
は
、「
今
年
」
の
誤
り
で
あ
る
。
記
載
中
最
新
の
年

紀
は
勝
宝
二
年
で
あ
り
、
ま
た
「
今
年
」
を
勝
宝
二
年
に
訂
正
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
文
書
が
最
初
に
作
成
さ
れ
た
の
は
勝
宝
二
年
と
み
ら
れ
る
。

〔
東
大
寺
写
一
切
経
所
解
案
〕
Ｃ
と
比
較
す
る
と
、
新
家
弟
山
宣
に
よ
る
薬

師
経
を
削
除
し
、
佐
伯
今
毛
人
宣
に
よ
る
薬
師
経
七
巻
、
お
よ
び
山
口
人
麻

呂
宣
に
よ
る
十
一
面
経
十
一
巻
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
集
成
解
説
に

よ
れ
ば
、
第
一
紙
二
行
目
に
み
え
る
総
巻
数
は
淡
墨
書
・
墨
書
に
よ
る
複
数

次
の
訂
正
を
経
て
お
り
、
両
者
の
重
な
り
方
か
ら
、
淡
墨
書
に
よ
る
訂
正
が

先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
合
奉
写
間
経
玖
伯
壹
拾
陸
巻
」

は
、「
間
」・「
陸
」
字
を
淡
墨
に
よ
り
抹
消
し
、「
陸
」
の
右
に
「
漆
」
を
傍

書
。
そ
し
て
次
段
階
の
修
正
と
し
て
、「
壹
」
の
右
傍
に
「
伍
巻
」
を
墨
書

す
る
と
と
も
に
「
漆
」（
淡
墨
）
を
抹
消
し
て
い
る
。
つ
ま
り
総
巻
数
は
、

次
の
様
に
変
化
し
て
い
る
。

訂
正

�
（
淡
墨
）

�
（
墨
）

総
巻
数

九
一
六
巻

↓
↓

九
一
七
巻

↓
↓

九
〇
五
巻
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段
階

α
段
階

β
段
階

γ
段
階

α
段
階
に
お
い
て
計
算
上
正
し
い
の
は
九
一
七
巻
で
あ
り
、
�
の
訂
正
は

本
文
書
作
成
後
間
も
な
く
為
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
�
に
つ
い
て
は
、

第
三
紙
一
行
目
の
「
今
年
十
二
月
十
五
日
」
に
為
さ
れ
た
「
去
天
平
勝
宝
二

年
十
二
月
卅
日
」
と
い
う
訂
正
も
墨
書
で
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、
こ
れ
と
�
の
訂
正
は
同
時
期
で
あ
り
、
勝
宝
二
年
を
「
去
」
と
呼
べ
る

時
期
、
す
な
わ
ち
勝
宝
三
年
以
降
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
本
文
書
は
勝
宝

二
年
に
最
初
に
作
成
さ
れ
た
後
も
、
各
段
階
で
別
個
案
文
を
作
成
し
な
が
ら

も
手
を
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
布
施
申
請
解
を
作
成
す
る
上
で
の
基

本
と
な
る
手
控
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
〇
八
〕
…
総
巻
数
は
九
一
七
巻
。
記
載
が
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
奥

に
大
き
く
余
白
が
あ
る
た
め
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
途
中
で
記
す
の
を

止
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
九
紙
二
行
目
に
「
玖
伯
壹
拾
漆
巻
」
と
あ
り
、

経
師
の
数
も
「
貮
拾
人
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、〔
造
東
寺
司
解
案
〕
β
段
階

（
以
下
、〔
解
案
β
〕
と
略
称
。
他
も
同
じ
）
を
見
て
書
写
し
た
と
み
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
〔
造
東
寺
司
解
案
〕
に
「
伍
巻
」
と
い
う
�

の
訂
正
は
為
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
〇
九
〕
…
総
巻
数
は
九
〇
五
巻
。
布
施
の
総
計
部
分
は
、〔
解
案
γ
〕
を

反
映
し
て
お
り
、
�
の
訂
正
が
為
さ
れ
た
後
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
〇
八
〕
を
第
二
次
利
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

〔
一
〇
〕
…
総
巻
数
は
九
〇
五
巻
。〔
〇
九
〕
の
誤
り
で
あ
る
「
道
守
豊
足

�
」（
第
八
紙
十
二
行
目
）
を
「
道
守
豊
足
」
に
訂
正
し
て
い
る
。〔
〇
九
〕

よ
り
後
次
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
未
写
経
律
論
集
目
録
の
首
部
と
し

て
第
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
書
所
に
お
い
て
布
施
申
請
解
と

し
て
保
存
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
留
意
し
た
い
﹇
大
平
ａ
一
九
九
五
﹈。

〔
一
一
〕
…
総
巻
数
は
九
〇
五
巻
。
仏
説
灌
頂
梵
天
神
策
経
の
巻
数
が
み

え
な
い
が
、〔
〇
九
〕
な
ど
か
ら
三
巻
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
九
〇
五
巻
で
計

算
が
合
致
す
る
。
第
一
二
紙
五
行
目
の
布
施
布
の
総
量
記
載
「
壹
丈
参
尺
」

は
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
正
文
で
反
映
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
種
々
の
勾
点
な
ど
か
ら
、
本
文
書
は
布
施
支
給
台
帳
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
ま
ず
確
実
視
さ
れ
る
作
成
順
序
を
み
て
い
き
た
い
。

〔
解
案
β
〕
と
〔
〇
八
〕
は
、
総
巻
数
な
ど
の
記
載
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、

〔
解
案
β
〕
↓
〔
〇
八
〕
の
順
序
を
想
定
可
能
で
あ
る
。
但
し
、〔
解
案
β
〕

で
為
さ
れ
た
布
施
布
総
量
部
分
の
訂
正
（「
応
給
布
施
布
」
を
「
請
布
施

布
」
に
修
正
）
を
〔
〇
八
〕
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
は
考
え
に
く

い
。
次
に
、
先
に
指
摘
し
た
ご
と
く
〔
〇
九
〕
に
み
え
る
道
守
豊
足
の
誤
植

を
〔
一
〇
〕
で
訂
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
〇
九
〕
↓
〔
一
〇
〕
の
順
も

確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
〔
一
一
〕
は
布
施
支
給
台
帳
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
正
文
は
決
済
を
経
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
終
的
な
案
文

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
一
連
の
文
書
の
最
後
に
位
置
付
け
ね
ば
な

ら
な
い
。

右
の
よ
う
に
確
実
な
順
序
を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
で
、
各
文
書
間
の
前
後
関

係
を
限
定
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
天
平
二
十
年
の
良
弁
宣
に
よ
る
理
趣
経

の
有
無
に
着
目
す
る
と
、
本
経
が
み
え
る
の
は
〔
造
東
寺
司
解
案
〕
と
〔
〇

八
〕
の
み
で
あ
り
、
総
巻
数
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
〔
〇
九
〕・〔
一

〇
〕・〔
一
一
〕
よ
り
前
の
作
成
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
�
の
訂
正
で
理
趣
経

と
十
一
面
経
（
山
口
人
麻
呂
宣
）
に
付
さ
れ
た
勾
点
が
削
除
を
示
す
も
の
だ

と
す
る
と
、
こ
れ
ら
二
経
を
含
む
〔
〇
八
〕
は
、
記
載
が
み
え
な
い
〔
〇

九
〕・〔
一
〇
〕・〔
一
一
〕
よ
り
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
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次
に
、〔
造
東
寺
司
解
案
〕
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
�
（
淡
墨
）
の
訂
正
は
、
α
段
階
が
記
さ
れ
て
間
も
な
く
為
さ

れ
た
と
考
え
て
お
く
（〔
〇
八
〕
作
成
の
前
）。
問
題
と
な
る
の
は
、
�
の
訂

正
が
何
時
為
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
〔
解
案
γ
〕
と
〔
〇

九
〕・〔
一
〇
〕・〔
一
一
〕
の
前
後
関
係
で
あ
る
。

四
通
の
各
総
計
は
一
致
す
る
が
、
経
師
・
題
師
・
校
生
を
個
別
に
み
る
と
、

〔
〇
九
〕・〔
一
〇
〕・〔
一
一
〕
は
対
応
す
る
も
の
の
、〔
解
案
γ
〕
は
大
き
く

異
な
る
。
よ
っ
て
〔
解
案
γ
〕
を
他
三
通
の
後
次
と
す
る
の
は
考
え
難
い
。

同
様
の
理
由
か
ら
、〔
〇
九
〕〔
一
〇
〕
↓
〔
解
案
γ
〕
も
困
難
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
�
の
訂
正
が
為
さ
れ
た
後
、〔
〇
九
〕・〔
一
〇
〕・〔
一
一
〕
が
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
�
の
訂
正
で
理
趣
経
・
十
一
面
経
に
削
除
の

勾
点
を
付
し
て
か
ら
、〔
〇
九
〕
を
作
成
）。

以
上
か
ら
、〔
造
東
寺
司
解
案
〕
よ
り
〔
一
一
〕
ま
で
の
作
成
順
序
は
次

の
よ
う
に
想
定
さ
れ
よ
う
。

〔
解
案
α
〕
↓
〔
解
案
β
〕
↓
〔
〇
八
〕
↓

↓
〔
解
案
γ
〕
↓
〔
〇
九
〕
↓
〔
一
〇
〕
↓
〔
一
一
〕

最
後
に
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、〔
一
一
〕
の
「
二
月
七
日
」
と
い
う
日

付
で
あ
る
。
既
に
大
平
聡
氏
が
疑
念
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
、
な
ぜ
日
付
が

〔
〇
九
〕・〔
一
〇
〕
よ
り
前
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
明
確
な
理
由
を
示
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く
当
初
の
予
定
で
は
二
月
八
日
に

申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
つ
も
り
で
事
前
に
作
成
を
進
め
て
い

た
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
早
ま
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、〔
〇

八
〕
〜
〔
一
一
〕
の
四
通
は
、
一
応
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

は
実
際
に
作
成
し
た
日
付
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
七
日
以
前
に
作
成
さ
れ
て

い
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
布
施
の
対
象
と
な
っ
た
間
写
経
の
書
写
は
、
い

ず
れ
も
天
平
二
十
年
〜
勝
宝
二
年
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
勝
宝
三
年
に

至
る
ま
で
布
施
は
支
給
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
期
限
（
申
請
日
）
を
予

め
設
定
し
た
上
で
文
書
の
作
成
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
、
複
雑
な
作
成
段
階

を
生
み
出
す
原
因
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
一
六
〕
寿
量
品
書
写
に
お
け
る
端
切
・
装
潢
作
業
の
記
録
（
三
月
四
日
か
ら
十

一
月
三
日
ま
で
）。
往
来
軸
に
は
「
寿
量
充
端
切
帳
」
と
あ
る
（
表
裏
同
文
）。

本
文
書
は
二
紙
よ
り
成
る
が
、
二
紙
目
は
余
白
が
約
一
二
糎
あ
る
こ
と
か
ら
、

十
一
月
三
日
を
も
っ
て
記
録
を
終
え
た
と
み
て
よ
い
。
各
紙
の
裏
書
は
論
の

名
称
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
紙
の
左
端
に
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
経
典
の

包
紙
を
第
二
次
利
用
し
て
本
帳
を
作
成
し
た
と
み
ら
れ
る
。

〔
一
九
〕
法
華
経
十
一
部
、
無
量
義
経
二
一
巻
の
奉
請
文
。
続
々
修
１６
―
９
は
二

紙
の
み
で
成
巻
さ
れ
、
本
文
書
は
一
紙
目
で
あ
る
。
現
状
は
、
左
端
中
央
部

に
穴
を
開
け
、
二
紙
目
と
と
も
に
こ
よ
り
で
く
く
っ
て
い
る
。

〔
二
〇
〕
造
東
大
寺
司
よ
り
大
安
寺
法
宣
大
徳
房
宛
の
奉
請
文
。
折
り
目
が
あ
り
、

集
成
解
説
は
折
界
と
す
る
。

〔
二
三
〕
造
東
大
寺
司
よ
り
元
興
寺
暁
仁
大
徳
房
宛
の
奉
請
文
。
造
東
大
寺
司
官

人
（
市
原
王
・
上
毛
野
真
人
・
紀
池
主
）
の
自
署
が
あ
る
が
、
文
書
に
折
り

た
た
み
痕
が
あ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
本
文
書
は
写
書
所
に
残
さ
れ
た
も
の

な
の
で
案
文
で
は
あ
る
が
、
正
文
と
一
緒
に
宛
先
へ
送
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
正
文
は
宛
先
に
残
っ
た
が
、
案
文
は
造
東
大
寺
司
（
も
し

く
は
写
書
所
）
に
使
者
と
共
に
戻
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

〔
二
四
〕
本
文
書
は
、
写
書
所
で
作
成
し
た
〔
二
三
〕
の
案
文
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
二
七
〕
寿
量
品
書
写
の
途
中
報
告
。
年
月
日
が
み
え
な
い
が
、「
見
奉
写
三
千
七

百
一
十
五
巻
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、〔
三
〇
〕
を
も
と
に
作
成
時
期
が
特
定

可
能
で
あ
る
。
寿
量
品
の
書
写
は
六
月
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
算
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す
る
と
三
月
中
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
二
八
〕
勝
宝
三
年
正
月
の
告
朔
案
。
冒
頭
部
分
が
「
写
書
所
解

申
正
月
行

事
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
以
外
は
、
解
案
の
九
行
目
ま
で
〔
二
九
〕
と
同
文

で
あ
る
。
し
か
し
、
記
載
部
分
左
に
約
十
二
糎
の
余
白
が
あ
り
途
中
で
記
す

の
を
や
め
て
い
る
こ
と
や
、
記
載
部
分
上
部
に
抹
消
を
意
味
す
る
横
線
が
引

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
二
九
〕
よ
り
前
段
階
の
草
案
と
み
ら
れ
る
。

〔
二
九
〕
勝
宝
三
年
正
月
の
告
朔
案
。
後
欠
。
記
載
さ
れ
て
い
る
写
書
巻
数
や
用

紙
・
経
師
な
ど
の
内
訳
は
、
基
本
的
に
〔
三
〇
―
一
一
〕
に
一
致
す
る
。
四

紙
目
の
左
端
に
「
志
紀
咋
万
呂
」
の
残
画
が
あ
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
で

は
未
収
）。

〔
三
〇
〕
勝
宝
三
年
に
お
け
る
書
写
事
業
の
食
料
支
給
、
お
よ
び
正
月
〜
五
月
ま

で
の
事
業
内
容
に
か
か
わ
る
記
録
。
各
断
簡
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
西
洋
子

氏
の
復
原
に
従
っ
た
﹇
西
ａ
一
九
九
六
﹈。〔
―
〇
一
〕
は
、「
写
書
所
解

申
十
二
月
告
朔
事
」
と
あ
る
が
、
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
食
口
数
の
み
で
あ

る
。
よ
っ
て
文
書
の
機
能
と
し
て
は
、
告
朔
案
で
は
な
く
食
口
案
と
な
る
。

〔
―
〇
二
〕
は
、
既
に
作
成
さ
れ
て
い
た
〔
二
九
〕
の
紙
背
を
利
用
し
て
、

ま
ず
十
月
三
十
日
ま
で
の
食
口
案
が
書
さ
れ
、
訂
正
を
経
て
正
文
を
別
に
作

成
、
次
い
で
翌
月
の
食
口
案
を
余
白
に
追
い
込
み
形
式
で
記
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
（
こ
れ
も
同
様
に
、
訂
正
を
経
て
正
文
を
別
個
作
成
か
。〔
―
〇

二
―
二
〕
に
は
「
起
十
月
一
日
」
と
あ
る
が
、「
十
一
月
一
日
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
）。
西
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
部
分
だ
け
を
み
れ
ば
帳
簿
の

右
を
一
月
に
し
て
貼
り
継
が
れ
た
と
も
想
定
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文

書
が
既
に
三
紙
を
貼
り
継
い
だ
状
態
の
反
故
を
第
二
次
利
用
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
や
、
本
帳
簿
の
紙
背
の
多
く
が
空
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
十

月
・
十
一
月
の
順
に
右
か
ら
左
へ
書
か
れ
て
い
る
現
状
は
、
本
案
作
成
段
階

に
お
け
る
反
故
の
利
用
状
況
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
帳
簿
内
で
の

特
殊
な
あ
り
方
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。〔
―
〇
九
・
一
〇
・
一
一
〕
は
い
ず

れ
も
日
付
が
四
月
五
日
で
あ
り
、
自
署
す
る
の
は
鴨
書
手
・
他
田
水
主
・
呉

原
生
人
の
三
名
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
は
四
月
に
な
っ
て
ま
と
め
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
日
付
は
同
日
で
あ
る
も
の
の
、〔
二
九
〕

を
も
と
に
訂
正
を
加
え
て
作
成
し
た
の
が
〔
―
一
一
〕
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

〔
―
一
一
〕
の
み
継
目
裏
に
「
書
」
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
文

書
の
実
際
の
作
成
段
階
が
相
違
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。

〔
三
一
〕
寿
量
品
書
写
の
校
帳
。
右
に
往
来
軸
「
品
校
帳
三
巻
複
」（「
三
巻
複
」

は
右
寄
せ
小
字
）
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
四
月
十
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で

の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
〔
三
〇
〕
か
ら
う
か
が
え
る
寿
量
品
書
写
の
経

過
と
合
致
す
る
。
七
月
六
日
に
下
道
主
が
装
潢
に
送
っ
て
い
な
い
こ
と
を
記

し
て
検
じ
て
い
る
が
、
余
白
が
約
十
二
糎
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
本

帳
は
役
割
を
終
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
三
三
〜
三
五
〕
読
経
す
べ
き
大
・
小
乗
経
律
の
巻
数
の
検
定
記
録
。
他
所
に
求

め
る
べ
き
経
典
や
、
未
写
経
分
も
注
記
す
る
。『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
勝

宝
三
年
に
類
収
。
い
ず
れ
も
四
月
二
四
日
と
あ
り
、
総
巻
数
部
分
が
一
致
す

る
こ
と
か
ら
も
、
同
一
案
件
に
つ
い
て
の
一
連
の
文
書
と
み
ら
れ
る
。
今
回

勝
宝
三
年
と
判
断
し
た
の
は
、〔
三
五
〕
に
「
四
月
廿
四
日
奉
請
宝
星
陀
羅

尼
経
十
巻
」
と
あ
り
、
こ
の
宝
星
陀
羅
尼
経
十
巻
が
〔
四
七
〕
に
確
認
で
き

る
こ
と
に
よ
る
。〔
四
七
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
奉
出
経
」
の
一
つ
と
し

て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
検
定
が
行
わ
れ
た
六
月
八
日
の
時
点
で
は
ま
だ
返
却

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
後
の
異
筆
に
よ
る
注
記
「
但
在
帙
」
あ

り
）。
三
通
の
作
成
順
序
と
し
て
は
、〔
三
三
〕
に
お
け
る
大
・
小
乗
経
律
そ

れ
ぞ
れ
の
巻
数
の
訂
正
（
例
え
ば
大
乗
経
律
で
は
「
見
写
五
十
七
巻
」
を
五
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十
六
巻
に
修
正
）
が
〔
三
四
〕・〔
三
五
〕
で
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

〔
三
三
〕
を
第
一
と
み
な
し
た
（
な
お
、〔
三
五
〕
の
巻
数
を
『
大
日
本
古
文

書
』
が
「
五
十
七
巻
律
」
と
し
七
を
六
に
傍
訂
し
て
表
記
す
る
の
は
誤
り
で
、

紙
焼
写
真
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
「
五
十
六
巻
律
」
と
あ
る
）。
次
に
〔
三

四
〕
と
〔
三
五
〕
で
あ
る
が
、〔
三
四
〕
の
「
但
、
依
求
来
数
可
加
耳
。」
と

い
う
指
示
が
〔
三
五
〕
で
巻
数
の
増
加
と
い
う
点
で
確
認
さ
れ
、
ま
た
〔
三

五
〕
に
は
五
月
三
日
ま
で
の
追
記
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
三
四
〕

↓
〔
三
五
〕
と
い
う
順
序
を
想
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

〔
三
七
〕
六
字
呪
王
経
書
写
に
使
用
し
た
料
紙
数
の
報
告
。
年
紀
が
み
え
な
い
が
、

〔
三
〇
〕
に
よ
れ
ば
四
月
に
六
字
呪
王
経
の
写
経
を
行
っ
て
お
り
、「
良
弁
大

徳
天
平
勝
宝
三
年
四
月
四
日
宣
」
と
い
う
記
載
か
ら
も
、
本
文
書
は
勝
宝
三

年
の
四
月
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
前
欠
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら

く
写
書
所
解
案
と
み
ら
れ
、
文
末
に
解
の
文
言
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
初
期
段
階
の
草
稿
か
、
完
成
し
た
解
案
か
ら
の
抜
き
書
き
と
考
え
ら
れ

る
。
付
箋
に
は
「
卅
一
ノ
九
」
と
あ
る
が
、
未
修
目
録
に
は
「
依
良
弁
大
徳

天
平
勝
宝
三
年
四
月
四
「
日
」
宣
「
定
」
云
々

一
枚
」
と
み
え
る
た
め
、

続
々
修
編
成
以
前
に
前
部
は
剥
離
し
て
い
た
ら
し
い
。

〔
四
一
〕
岡
寺
か
ら
借
用
し
て
い
た
雑
阿
含
経
等
を
、
大
徳
（
良
弁
）
宣
に
よ
り
、

造
東
大
寺
司
が
紫
微
中
台
へ
進
上
し
た
奉
請
文
。
奥
に
紫
微
中
台
に
お
け
る

受
領
記
録
が
あ
り
、
さ
ら
に
少
疏
高
丘
比
良
麻
呂
に
よ
る
造
東
大
寺
司
へ
の

返
納
の
追
筆
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
書
は
雑
阿
含
経
に
付
さ
れ
た
正
文
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
四
二
〕
東
大
寺
華
厳
宗
の
僧
に
対
す
る
、
講
読
の
布
施
に
か
か
わ
る
文
書
。
華

厳
宗
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
案
文
に
、
写
書
所
で
納
櫃
構
成
な
ど
の
書
き
込
み

が
為
さ
れ
て
い
る
。
追
筆
は
朱
墨
と
墨
書
で
行
わ
れ
て
お
り
、
重
層
的
な
作

成
段
階
が
想
定
さ
れ
る
。
二
箇
所
に
同
一
の
付
箋
「
卅
九
ノ
十
五
」
が
あ
り
、

未
修
目
録
に
は
「
華
厳
宗
布
施
法
文
案

同

六
枚
」
と
あ
る
。
五
紙
目
よ

り
記
載
方
式
が
変
わ
る
が
、
現
状
も
六
紙
が
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
奈
良
時

代
以
来
の
貼
り
継
ぎ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
四
三
〕
新
華
厳
経
第
十
四
巻
お
よ
び
疏
二
巻
（
第
三
巻
、
第
五
巻
末
）
の
返
送

文
。
年
紀
を
欠
く
が
、〔
間
写
経
本
納
返
帳
〕
に
よ
れ
ば
、
勝
宝
三
年
五
月

二
五
日
に
疏
の
第
三
巻
を
借
用
し
、
六
月
七
日
に
返
送
し
た
こ
と
が
わ
か
り
、

勝
宝
三
年
の
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
四
四
〕
新
華
厳
経
疏
二
巻
（
第
二
巻
本
末
）
の
返
送
文
。
年
紀
を
欠
く
が
、〔
四

三
〕
と
同
様
に
、〔
間
写
経
本
納
返
帳
〕
に
よ
っ
て
勝
宝
三
年
の
文
書
と
推

測
さ
れ
る
。

〔
四
五
〕〔
四
六
〕〔
四
五
〕
は
、
板
野
命
婦
宣
に
よ
る
薬
師
経
百
巻
進
上
の
命
令
。

年
紀
を
欠
く
が
、
こ
の
命
令
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
写
書
所
の
奉
請
文
で
あ

る
〔
四
六
〕
よ
り
、
勝
宝
三
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。〔
四
六
〕
に
よ
れ

ば
、
こ
の
と
き
請
求
さ
れ
た
薬
師
経
百
巻
は
台
舎
人
沼
江
道
足
・
敦
賀
石
川

等
に
付
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
造
東
大
寺
司
次
官
佐
伯
今
毛
人
が
板
野
命
婦

の
宣
を
直
に
奉
り
、
急
を
要
す
る
た
め
造
東
大
寺
司
政
所
を
経
ず
に
今
毛
人

か
ら
直
接
写
書
所
に
通
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
日
に
台
舎
人
に
経
典

を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
沼
江
道
足
等
が
〔
四
五
〕
を
も
た

ら
し
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
未
修
目
録
に
は
「
薬
師
経
百
巻

六

月
八
日

二
枚
」
と
あ
る
。〔
四
五
〕
は
一
枚
で
構
成
さ
れ
る
が
、
現
状
で

左
に
直
接
貼
り
継
が
れ
て
い
る
〔
四
六
〕
も
一
枚
で
あ
り
、
合
計
す
る
と
未

修
目
録
の
枚
数
と
合
致
す
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
貼
り
継
ぎ
は
続
々
修
編
成
以

前
に
既
に
成
立
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
以
来
の
貼
り
継
ぎ
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。
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〔
四
七
〕
第
四
・
五
・
六
御
櫃
内
の
経
典
の
出
納
帳
。
現
状
で
�
・
�
・
�
は
そ

れ
ぞ
れ
新
補
白
紙
を
挟
ん
で
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
接
続
す
る
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
櫃
ご
と
に
記
載
す
る
方
式
が
共
通
し
て
い
る
た
め
、『
大
日

本
古
文
書
』
に
従
い
、
一
連
の
帳
簿
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

〔
四
八
〕
標
瓊
の
口
状
に
基
づ
く
、
大
小
乗
目
録
二
巻
の
新
薬
師
寺
宛
返
送
文
。

貸
出
中
で
あ
っ
た
こ
の
目
録
が
写
書
所
に
返
却
さ
れ
次
第
、
新
薬
師
寺
へ
返

送
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
年
紀
を
欠
く
が
、〔
〇
四
〕
に
よ
れ

ば
二
月
八
日
頃
に
紫
微
中
台
へ
貸
し
出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
異
筆
で

「
返
来
了
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と

み
て
よ
い
。
よ
っ
て
勝
宝
三
年
の
文
書
と
判
断
で
き
る
。

〔
四
九
〕「
令
旨
」
に
基
づ
く
、
東
大
寺
宣
教
大
徳
房
宛
の
奉
請
文
。
無
量
義
経
疏

を
は
じ
め
と
し
た
疏
等
五
部
を
請
求
す
る
。「
令
旨
」
の
詳
細
は
不
明
。

〔
五
〇
〕
先
の
〔
四
九
〕
と
同
様
に
「
令
旨
」
に
基
づ
く
、
大
安
寺
法
宣
大
徳
房

宛
の
奉
請
文
。
起
信
論
疏
の
貸
出
を
請
求
。

〔
五
二
〕〔
五
三
〕〔
五
四
〕
三
通
と
も
に
、
借
用
す
べ
き
経
疏
・
章
な
ど
を
記
録

す
る
。
こ
れ
ら
も
〔
四
九
〕・〔
五
〇
〕
と
同
じ
く
、「
令
旨
」
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、〔
四
九
〕・〔
五
〇
〕
で
奉
請
し
た
疏
や
論
が
確
認

で
き
る
。〔
五
二
〕
は
続
々
修
１２
―
９
の
八
・
九
紙
目
に
あ
た
る
が
、
十
紙

目
に
つ
い
て
『
大
日
本
古
文
書
』
は
本
文
書
と
一
続
き
の
も
の
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
補
白
紙
を
狭
む
う
え
記
載
方
式
・
内
容
と
も
に

一
致
せ
ず
、
別
文
書
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。〔
五
二
〕
に
は
多
く
の
勾
点
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
経
疏
に
対
し
所
在
を
複
数
記
し
て
い
る
た
め
、

三
通
の
中
で
は
最
も
情
報
量
が
多
い
。
こ
れ
に
比
し
て
〔
五
三
〕
の
段
階
で

は
経
疏
別
に
奉
請
先
が
絞
り
込
ま
れ
て
お
り
、〔
五
二
〕
で
付
さ
れ
た
勾
点

が
取
捨
選
択
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
〔
五
四
〕
で
は

経
疏
別
で
は
な
く
所
有
者
別
に
再
整
理
さ
れ
て
お
り
、
三
通
の
中
で
は
最
も

整
っ
た
体
裁
を
も
つ
。
よ
っ
て
、〔
五
二
〕
↓
〔
五
三
〕
↓
〔
五
四
〕
の
順

序
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
五
五
〕
天
平
二
十
年
よ
り
始
ま
っ
た
千
部
法
華
経
の
う
ち
、
一
百
部
の
書
写
に

対
す
る
布
施
申
請
解
。
本
文
書
は
案
文
で
あ
る
が
、
勾
点
な
ど
が
み
ら
れ
、

支
給
台
帳
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
五
六
〕
小
僧
都
（
良
弁
）
の
宣
に
よ
る
、
弥
勒
経
一
部
三
巻
の
奉
請
文
。
田
部

乙
成
に
付
し
て
良
弁
の
も
と
へ
貸
し
出
し
た
旨
が
み
え
、
異
筆
で
「
返
来

了
」
と
み
え
る
。
本
文
書
は
〔
六
一
〕
の
余
白
に
追
い
込
み
で
記
さ
れ
て
い

る
が
、〔
六
一
〕
は
龍
蓋
寺
か
ら
の
雑
阿
含
経
の
返
抄
で
あ
り
、〔
五
六
〕
と

は
直
接
の
関
係
を
も
た
な
い
。
こ
こ
で
〔
六
一
〕
の
日
付
が
八
月
一
日
で
あ

り
〔
五
六
〕
よ
り
後
で
あ
る
点
が
問
題
と
な
る
が
、
両
者
と
も
に
使
が
田
部

乙
成
（〔
六
一
〕
で
は
「
舎
人
田
部
弟
成
」）
で
あ
っ
た
と
い
う
共
通
点
に
留

意
し
た
い
。〔
六
一
〕
は
正
文
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
田
部
乙
成
が

か
か
わ
っ
た
案
件
を
整
理
す
る
必
要
が
生
じ
、
余
白
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
返
来
了
」
と
い
う
異
筆
追
記
も
、
こ
の
案
件
が
無
事
完

了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
五
八
〕
市
原
王
に
よ
る
、
高
僧
伝
の
貸
出
請
求
。
本
文
書
は
年
紀
・
月
を
欠
き
、

「
廿
一
日
」
と
し
か
み
え
な
い
。
し
か
し
〔
〇
四
〕
に
よ
れ
ば
、
市
原
王
は

七
月
一
八
日
に
高
僧
伝
の
第
六
巻
を
、
二
一
日
に
一
帙
（
十
巻
）
を
借
り
出

し
て
い
る
。
よ
っ
て
〔
〇
四
〕
に
み
え
る
「
玄
蕃
宮
七
月
廿
一
日
宣
」
は
ま

さ
し
く
本
文
書
を
指
し
、
勝
宝
三
年
七
月
二
一
日
に
作
成
さ
れ
た
と
判
断
で

き
よ
う
。

〔
五
九
〕
写
書
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
各
櫃
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
経
典
の
記
録
。

確
認
で
き
る
唯
一
の
日
付
は
、
内
裏
に
経
典
を
貸
し
出
し
た
記
録
に
み
え
る
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「
依

今
月
廿
五
日
宣
奉
請
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
櫃
か
ら
出
さ
れ
た

旧
・
新
華
厳
経
の
巻
数
、
お
よ
び
五
櫃
の
最
勝
王
経
等
の
巻
数
が
〔
四
七
〕

の
そ
れ
と
一
致
す
る
た
め
、
勝
宝
三
年
の
文
書
と
み
て
よ
い
。
内
裏
へ
の
奉

請
記
録
の
次
に
「
可
問
失
経
」
と
あ
り
各
櫃
の
記
載
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
文
書
後
半
部
は
、
内
裏
へ
の
貸
出
を
機
会
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
一
・
二
・
六
・
八
・
九
櫃
に
は
「
无
事
」
と
あ
り
、
出
納
が
為
さ

れ
て
い
な
い
様
子
が
う
か
が
え
、
本
文
書
は
勝
宝
三
年
の
あ
る
段
階
に
お
け

る
各
櫃
内
の
状
況
を
記
録
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
、〔
四
七
〕
の
四
櫃
記
載
部
分
に
異
筆
で
「
返
納
了
」
の
追
記
が
み
え
る

一
方
、
本
文
書
に
は
み
え
な
い
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
書
の
作
成
段
階
で

は
四
・
五
櫃
の
各
経
は
貸
し
出
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
判
断
さ
れ
る
。〔
四

七
〕
に
よ
れ
ば
本
文
書
に
対
応
す
る
四
・
五
櫃
の
検
定
は
七
月
二
七
日
に
為

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
の
日
付
の
「
今
月
」
は
七
月
で
あ
り
、〔
四

七
〕
に
み
え
る
七
月
二
七
日
付
の
検
定
の
作
業
記
録
が
本
文
書
で
あ
る
可
能

性
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
文
書
は
、
内
裏
へ
貸
し
出
す
経
典
を
櫃
か

ら
取
り
出
す
に
あ
た
っ
て
、
あ
わ
せ
て
各
櫃
の
内
部
状
況
を
記
録
し
た
作
業

メ
モ
で
あ
り
、
こ
の
情
報
が
出
納
の
履
歴
を
記
し
た
台
帳
で
あ
る
〔
四
七
〕

に
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
六
〇
〕
造
東
大
寺
司
が
龍
蓋
寺
に
宛
て
た
、
雑
阿
含
経
一
部
の
返
却
通
知
。『
大

日
本
古
文
書
』
で
は
区
別
し
な
い
が
、「
使
田
部
乙
成
」
は
異
筆
と
み
ら
れ

る
。

〔
六
一
〕
龍
蓋
寺
よ
り
造
東
大
寺
司
に
貸
し
出
し
て
い
た
経
典
の
返
抄
。
経
典
の

名
称
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、〔
六
〇
〕
よ
り
雑
阿
含
経
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。〔
六
〇
〕
と
同
日
で
あ
り
、
造
東
大
寺
司
か
ら
の
返
却
を
う
け
て
す

ぐ
に
発
給
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
余
白
に
記
さ
れ
た
〔
五
六
〕
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
同
項
を
参
照
。

〔
六
五
〕
東
大
寺
倶
舎
衆
か
ら
の
、
倶
舎
論
等
の
貸
出
請
求
。
文
書
奥
に
、
造
東

大
寺
司
次
官
・
判
官
に
よ
る
貸
出
業
務
遂
行
を
命
ず
る
司
判
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
文
書
と
は
別
件
と
し
て
、
内
裏
へ
の
一
切
経
目
録
進
上
に

つ
い
て
の
追
記
が
あ
る
。

〔
六
六
〕
僧
厳
智
に
よ
る
、
無
量
経
・
能
断
波
若
経
の
貸
出
請
求
。
文
書
奥
に
造

東
大
寺
司
判
官
上
毛
野
真
人
に
よ
っ
て
貸
出
業
務
遂
行
を
命
ず
る
司
判
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
司
判
が
為
さ
れ
た
後
、
造
東
大
寺
司
か
ら
写
書
所
に
も
た

ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
六
八
〕
尼
宝
浄
に
よ
る
、
華
厳
経
疏
八
十
巻
の
貸
出
請
求
。
文
書
奥
に
判
官
上

毛
野
真
人
に
よ
る
司
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
司
判
が
為
さ
れ
た
後
、
造
東

大
寺
司
か
ら
写
書
所
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
六
九
〕
東
大
寺
に
よ
る
、
維
摩
経
疏
の
貸
出
請
求
。
判
官
上
毛
野
真
人
の
署
判

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
造
東
大
寺
司
に
も
た
ら
さ
れ
た
後
、
署
判
が
加
え

ら
れ
て
写
書
所
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
七
〇
〕
東
大
寺
に
よ
る
、
成
実
論
・
章
疏
の
貸
出
請
求
。
奥
の
余
白
に
造
東
大

寺
司
政
所
で
司
判
を
書
き
加
え
、
写
書
所
に
通
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
七
一
〕
解
文
の
体
裁
を
と
る
、
大
乗
経
典
の
目
録
。
講
読
の
布
施
に
か
か
わ
る

文
書
で
あ
る
。
案
文
に
、
雑
秩
構
成
や
布
施
額
な
ど
の
書
き
込
み
が
朱
墨
や

墨
書
で
為
さ
れ
て
い
る
。

〔
七
二
〕
年
次
未
詳
で
あ
る
が
、〔
三
〇
〕
に
よ
れ
ば
、
法
華
玄
賛
の
書
写
は
正
・

七
・
八
月
に
、
梵
網
経
疏
は
五
・
六
・
八
・
九
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

〔
間
経
紙
筆
墨
充
帳
〕
の
勝
宝
三
年
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
法
華
玄
賛
の
充
紙

筆
は
正
・
二
・
五
・
七
月
、
梵
網
経
疏
は
五
・
六
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
よ
っ
て
本
文
書
は
勝
宝
三
年
九
月
以
降
に
作
成
さ
れ
た
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と
考
え
ら
れ
る
。
作
成
が
次
年
度
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず
当
年
中
と
み
な
し
て
お
く
。

〔
七
三
〕
東
大
寺
に
よ
る
、
温
室
経
等
の
貸
出
請
求
。
造
東
大
寺
司
政
所
に
宛
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
書
奥
に
判
官
石
川
豊
麻
呂
に
よ
る
司
判
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
司
判
が
為
さ
れ
た
後
、
造
東
大
寺
司
か
ら
写
書
所
に
も
た
ら
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
七
四
〕
左
大
臣
家
に
よ
る
、
南
海
伝
第
一
巻
の
貸
出
請
求
。
宛
所
は
東
大
寺
三

綱
所
で
あ
る
が
、
三
綱
所
か
ら
造
東
大
寺
司
政
所
に
も
た
ら
さ
れ
、
奥
の
余

白
に
司
判
を
加
え
た
後
、
写
書
所
に
通
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
七
五
〕
勝
宝
三
年
十
月
十
四
日
よ
り
勝
宝
五
年
十
月
一
日
ま
で
の
料
紙
納
充
の

記
録
。
本
帳
の
始
ま
り
で
あ
る
続
々
修
２８
―
１３
五
紙
目
の
一
行
目
に
「
三
年

十
月
十
四
日
胡
桃
紙
一
千
二
百
張

充
能
登
忍
人
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は

〔
装
潢
受
紙
墨
軸
等
帳
〕
よ
り
、
六
十
華
厳
経
一
部
の
書
写
に
用
い
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

〔
七
六
〕〔
七
七
〕
い
ず
れ
も
造
紙
作
業
に
つ
い
て
の
春
日
虫
麻
呂
の
作
業
報
告
。

但
し
、
双
方
と
も
に
虫
麻
呂
の
自
署
は
な
く
二
通
の
解
を
一
括
し
て
記
し
て

い
る
こ
と
や
、〔
七
六
〕
で
は
脱
字
を
補
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
案
主

が
照
合
用
に
作
成
し
た
手
実
の
写
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
文
書
は
同

日
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
別
作
業
の
報
告
で
あ
る
。
現
状
で
両
者
は
接
続

し
て
お
ら
ず
、
新
補
白
紙
を
挟
ん
で
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。〔
七
六
〕
は
付

箋
「
卅
二
ノ
十
三
」
が
あ
り
、
未
修
目
録
「
春
日
虫
麻
呂
解

造
間
疏
用
紙

事

天
平
勝
宝
三
年
十
月
廿
二
日

一
枚
」
に
対
応
す
る
。

〔
七
八
〕
金
字
最
勝
王
経
を
阿
弥
陀
堂
よ
り
借
り
出
し
た
こ
と
の
報
告
。
庫
外
流

出
文
書
で
あ
り
、『
大
日
本
古
文
書
』
に
よ
れ
ば
蜂
須
賀
家
所
蔵
と
あ
る
。

現
在
は
所
蔵
者
不
明
で
あ
り
、
拾
遺
で
も
写
真
版
は
掲
載
せ
ず
所
在
不
明
文

書
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
た
だ
文
書
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ

の
方
法
に
よ
っ
て
確
認
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
正
五
年
に
撮
影
さ
れ
た
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
台
紙
付
写
真
（
請
求
記
号
１５６
―
４００５
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
台
紙
に
は
「
天
平
勝
宝
三
年
十
月
金
字
最
勝
王
経
奉
請
注
文

侯
爵
蜂

須
賀
茂
韶
氏
所
蔵
」
と
あ
り
、
原
寸
大
で
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
不
明
瞭
な
が

ら
裏
打
ち
が
為
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
右
に
は
剥
が
し
取
り
跡
が

確
認
さ
れ
、
右
上
は
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
左
に
は
判
読
不
能
な
墨
痕
が
あ

る
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
は
、
昭
和
四
三
年
六
月
に
東
京
古
典
会
が
主
催
し
た

古
典
籍
展
観
大
入
礼
会
の
『
展
観
入
札
目
録
』
で
あ
る
。「
第
三

古
文
書

類
」
に
「
鴨
書
手
・
呉
原
生
人
解
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
写
真
版
が

別
個
収
録
さ
れ
て
い
る
。
写
真
版
に
よ
る
と
軸
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
先
の
台
紙
付
写
真
の
裏
打
ち
は
、
あ
る
い
は
既
に
軸
装
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
七
九
〕
寿
量
品
に
用
い
る
緒
軸
、
お
よ
び
金
字
華
厳
経
に
使
用
す
る
緒
の
請
求
。

前
者
は
十
月
十
八
日
付
の
写
書
所
解
案
、
後
者
は
翌
日
の
日
付
を
も
つ
申
送

文
案
で
あ
る
。
但
し
末
尾
に
「
以
前
、
並
判
次
官
并
上
毛
野
判
官
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
あ
る
段
階
で
正
文
を
ま
と
め
て
抄
録
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

年
紀
が
み
え
な
い
が
、
十
月
の
食
口
案
（〔
三
〇
―
〇
二
―
一
〕）
に
よ
れ
ば

こ
の
月
に
寿
量
品
の
題
字
を
行
っ
て
お
り
、
勝
宝
三
年
の
文
書
と
み
て
よ
い
。

金
字
華
厳
経
に
つ
い
て
は
同
月
の
食
口
案
に
み
え
な
い
が
、
同
一
紙
に
連
続

し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
五
・
六
月
の
告
朔
案
（〔
三
〇
―
〇
六
・
〇

七
〕）
に
写
経
の
実
施
を
確
認
で
き
る
の
で
、
同
様
に
勝
宝
三
年
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。

〔
八
一
〕
勝
宝
三
年
十
一
月
十
一
日
牒
に
基
づ
く
、
疏
論
等
の
奉
請
文
。
牒
の
内

容
や
、
本
文
書
の
宛
先
は
不
明
で
あ
る
。〔
八
〇
〕
は
本
文
書
の
草
案
と
み
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ら
れ
る
。
現
状
で
一
紙
よ
り
成
る
本
文
書
に
は
付
箋
が
み
え
な
い
も
の
の
、

未
修
目
録
「
写
経
目
録

造
東
大
寺
司
「
合
奉
請
論
并
章
疏
云
々
」
天
平
勝

宝
三
年
十
一
月
十
一
日

一
枚
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
八
二
〕
左
大
臣
家
に
よ
る
、
南
海
伝
一
部
（
計
四
巻
）
の
貸
出
請
求
。
宛
所
は

造
東
大
寺
司
政
所
で
あ
る
。
奥
の
余
白
に
政
所
で
司
判
を
加
え
、
写
書
所
に

通
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
八
三
〕
東
大
寺
律
宗
に
よ
る
、
舎
利
佛
間
経
等
の
貸
出
請
求
。
宛
所
は
造
東
大

寺
司
政
所
で
あ
る
。
奥
の
余
白
に
政
所
で
司
判
を
加
え
、
写
書
所
に
通
達
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
八
四
〕
東
大
寺
倶
舎
衆
に
よ
る
、
集
異
門
足
論
等
の
貸
出
請
求
。
宛
所
は
造
東

大
寺
司
政
所
で
あ
る
。
奥
の
余
白
に
政
所
で
司
判
を
加
え
、
写
書
所
に
通
達

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
八
五
〕
勝
宝
三
年
に
お
い
て
竹
野
廣
成
が
行
っ
た
、
写
経
・
校
正
の
作
業
報
告
。

但
し
廣
成
の
署
名
は
な
く
、
日
付
の
後
に
校
書
の
記
載
が
加
え
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
点
か
ら
、
案
主
が
照
合
用
に
作
成
し
た
手
実
の
写
し
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
各
経
巻
名
の
上
に
「
合
」
字
や
圏
点
が
記
さ
れ
て
お
り
、
案
主
が

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。『
大
日
本
古
文
書
』
で
は
「
合

一
百
九
十
四
張
」
を
文
書
末
行
と
し
て
い
る
が
、
余
白
約
一
・
二
糎
の
ち
に

墨
痕
（
判
読
不
能
）
が
み
え
、
お
そ
ら
く
後
欠
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
八
七
〕
天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
に
お
け
る
布
施
の
記
録
。「
自
充
本
帳
検
出
者
」

と
あ
り
、
写
書
所
に
置
か
れ
て
い
た
基
本
帳
簿
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
。

本
文
書
の
最
終
紙
で
あ
る
一
紙
目
に
余
白
が
約
五
糎
あ
る
た
め
、
記
録
は
完

結
せ
ず
に
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
八
八
〕
天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
に
お
け
る
布
施
の
記
録
。
経
師
一
人
ご
と
に
、

担
当
し
た
経
巻
を
列
挙
し
て
布
施
額
を
記
す
方
式
は
、〔
八
七
〕
に
同
じ
。

『
大
日
本
古
文
書
』
は
〔
八
七
〕
に
連
続
す
る
と
み
る
が
、
前
項
で
述
べ
た

よ
う
に
〔
八
七
〕
は
途
中
で
記
録
が
終
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

断
定
で
き
な
い
。
な
お
、
現
状
で
三
紙
よ
り
成
る
本
文
書
に
付
箋
は
な
い
も

の
の
、
未
修
目
録
「
校
生
等
布
施
帳

天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
十
五
日

三

枚
」
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
、
三
紙
は
奈
良
時
代
以
来
の
貼
り
継
ぎ
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。

〔
八
九
〕
寿
量
品
書
写
に
必
要
な
料
紙
の
受
納
、
お
よ
び
不
要
分
の
返
上
の
記
録
。

現
状
で
一
紙
よ
り
成
る
本
文
書
に
付
箋
は
な
い
も
の
の
、
未
修
目
録
「
請
寿

量
品
料
紙
事

天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
廿
四
日

一
枚
」
に
対
応
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。

〔
九
〇
〕
興
福
寺
に
よ
る
、
出
家
功
徳
経
の
貸
出
請
求
。
貸
出
完
了
お
よ
び
返
却

確
認
の
文
言
が
奥
の
余
白
に
そ
れ
ぞ
れ
追
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
参
考
文
献
〕

新
井
重
行
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
勝
宝
元
年
―
」

（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
七
、
二
〇
〇
三
）

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
十
二
（
未
修
古
文
書
目

録
）』」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
）

石
上
英
一
「
正
倉
院
文
書
目
録
編
纂
の
成
果
と
古
代
文
書
論
再
検
討
の
視
角
」

（
石
上
ほ
か
編
『
古
代
文
書
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）

大
平
聡
ａ
『
正
倉
院
文
書
と
古
写
経
の
研
究
に
よ
る
奈
良
時
代
政
治
史
の
検
討
』

（
科
学
研
究
費
報
告
書
、
一
九
九
五
）

大
平
聡
ｂ
「
写
経
事
業
と
帳
簿
」（
前
掲
『
古
代
文
書
論
』）

黒
田
洋
子
「「
布
施
勘
定
帳
」
の
基
礎
的
分
析
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
六
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）
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栄
原
永
遠
男
「
千
部
法
華
経
の
写
経
事
業
（
上
）」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
〇
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
）

薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序
説
）」（『
日
本
宗
教
史
研
究

四

救
済
と
そ
の
論
理
』
法
蔵
館
、
一
九
七
四
）

西
洋
子
ａ
「
食
口
案
の
復
原
（
１
）」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
四
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
）

西
洋
子
ｂ
『
正
倉
院
文
書
整
理
過
程
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）

野
尻
忠
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
二
十
年
―
」（『
東

京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
六
、
二
〇
〇
二
）

早
川
庄
八
『
宣
旨
試
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）

福
山
敏
男
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
八
）

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」（
坂
本
太
郎
博
士

還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史
論
集

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）

山
口
英
男
「
正
倉
院
文
書
の
継
文
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
古
代
文
書
論
』）

山
下
有
美
『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）

〔
付
記
〕
本
目
録
は
、
か
つ
て
丸
山
裕
美
子
氏
が
石
上
英
一
先
生
の
ゼ
ミ
で
報
告

し
た
も
の
を
土
台
と
し
、
吉
永
に
よ
る
再
報
告
を
経
た
上
で
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
丸
山
氏
の
知
見
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
文
責
は
吉
永

に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 他の利用 備 考

写書所 十一４６３ ZZ４４－８〈１〉 １ 軸付。付箋「�二・十五」、
未修目録１０５３「一枚」。

写書所 十一４６３～４６４ ZZ４－２０〈１３〉 １ 付箋「十」「�五ノ六」。未
修目録１１６３「一枚」。

写書所 十一４６４～４７１ ZZ２８－１５〈１～１０〉 １ 前欠。付箋〈１〉「三十六ノ

十八」、未修目録９４７「十五

枚」。

写書所 三５４２～５５８ ZK３８（２～６）、ZK４２

�
２ 一次、〈３・４〉写書所解案

（勝宝２、三４２３～４２５）、〈５〉

某状礼紙（未収）

写書所 三５３７～５３９ S８�裏 ２ 一次、天平２１年具注暦（三

３４７～３５３）

抹消あり。往来軸「納雑物

帳／勝宝三年」（中倉２２ノ

残欠５号）。

写書所 十一４７１～４７５ ZZ１１－７〈１～３〉 １ 往来軸「写私雑書帳」（右

軸、表裏同文）。

深道→写書所 三４８７ ZZ１５－１０〈２〉 １

写書所（造東大寺司→太

政官ヵ）

十６０２～６０４ ZZ４１－５〈８・９〉裏 １ 二次、〔０９〕

写書所（造東大寺司→太

政官ヵ）

十５９７～６０１ ZZ４１－５〈７～９〉 ２ 一次、〔０８〕 付箋〈７〉「廿一ノ三八」、未

修目録４０４「三枚」。

写書所（造東大寺司→太

政官ヵ）

十一４７７～４８２ ZZ１３－４〈１～３〉裏 １ 二次、未写経律論集目録

（勝宝５、十二５４９～５５５）

写書所（造東大寺司→太

政官ヵ）

十６０４～６０９ ZZ４１―５〈１０～１４〉 ２ 一次、〈１０・１１〉写書所牒案

（勝宝２、十一４２９～４３０）、〈１２

～１４〉東大寺写一切経所

解案（感宝元、十６０９～６１２）

付箋〈１０〉「三」「出八巻」、

〈１１〉「勝宝三年二月八日

文書／用紙千七百拾五張

と継カ」、〈１２〉「出ノ十」。

写書所 三４８７～４８９ ZZ４６―６〈１・２〉 ２ 一次、〈１〉造東寺司解案

（天 平２０、十４４２～４４３）、

〈２〉習書

１行目未収。

元興寺三綱→写書所 十一４８２ ZZ１６―３〈１４〉 １

写書所（→造東大寺司） 十一４８４～４８５ ZZ９―１２〈１〉 １ 往来軸「請寿量品／墨筆

帳」（右軸、表裏同文。但し

軸銘の上に「不用」と大

書）。

写書所（→造東大寺司） 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写書所（→造東大寺司） 十一４８９～４９２ ZZ３８―１〈１〉 ２ 一次、佐保宅写経并薬師

経充紙注文（勝宝２、二十

五９～１１）

付箋「廿三帙三巻一」、未

修目録４４４「二十一枚」。

写書所（→造東大寺司） 十一４９２ ZZ３８―１〈２〉 ２ 一次、佐保宅写経并薬師

経充紙注文（勝宝２、二十

五９～１１）、写書所解案（勝

宝２、二十五２２）

付箋「廿四帙六巻」、未修

目録４５２「廿三巻」。

写書所 十一４９２～４９６ ZZ９―１３〈１・２〉 １ 裏書〈１〉「解脱道論十二

巻」、〈２〉「小乗論雑第一帙

／識／阿毘達磨身足論九巻

〈界足三巻／身足論六巻〉」

往来軸「寿量充端切／

帳」（表裏同文）。
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能

０１ 充経師等畳帳 勝宝３．１．８ ～勝宝３．２．１８ 写経一般 畳席の支給記録

０２ 大般若経料紙検定文 勝宝２．１．２３ ～勝宝３．１．１９ 間写 料紙の使用・残部数

の記録

０３ 装�請紙并造上所闕
帳

勝宝３．１．２３ ～勝宝３．１２．２９ 写経一般 料紙の受納・造上の

記録

０４ 経疏出納帳 勝宝３．１．２５ ～勝宝４．４．３ 五月一日経・間写 経・疏等の出納記録

０５ 納雑物帳 勝宝３．１ ～勝宝３．６．４ 写経一般 雑物の受納記録

０６ 写私雑書帳 勝宝３．２．５ ～勝宝３．７．２９ 私願経 書写巻数・用紙等の

記録

０７ 僧深道返抄 勝宝３．２．５ 作成 間写 華厳伝受領の返抄

０８ 造東寺司解案 （勝宝３．２．７以前） 作成 間写 布施の申請

０９ 造東寺司解案 勝宝３．２．８ 作成 間写 布施の申請

１０ 造東寺司解案 勝宝３．２．８ 作成 間写 布施の申請

１１ 造東寺司解案 勝宝３．２．７ 作成 間写 布施の申請

１２ 写経布施校生勘出装

�作物法例
勝宝３．２．８ 作成 写経一般 布施法・校生勘出法・

装�作物法

１３ 元興寺三綱返抄 勝宝３．２．１６ 作成 五月一日経 一切経目録受領の返

抄

１４ 写書所請寿量品墨筆

帳

勝宝３．２．２３ 作成 寿量品 筆墨の請求

１５ 写書所食口案 勝宝３．２ ～勝宝３．３ 五月一日経・間写 食料支給の記録

―０１ 写書所食口案 勝宝３．２ 作成 五月一日経・間写 食料支給の記録

―０２ 写書所食口案 勝宝３．３ 作成 五月一日経・間写 食料支給の記録

１６ 寿量品端切装�充帳 勝宝３．３．４ ～勝宝３．１１．３ 寿量品 端切・装�の記録
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写書所（→造東大寺司） 十一４９７～４９９ ZB３７ １ 往来軸「請金字華厳経用

度文」（右軸、表裏同文）。

写書所 十一４９６～４９７ ZZ６―３〈１〉 １ 往来軸「請金字華厳料紫

紙并墨等充装�帳」（左
軸）。

写書所（→？） 十一４９９～５００ ZZ１６―９〈１〉 １

造東大寺司（→大安寺法

宣大徳房）

三４９２～４９３ S４５�（５） １

造東大寺司（→大安寺玄

智大徳房）

十一５００ ZZ１６―２〈８〉 １

写書所（造東大寺司→玄

印大徳房）

十一５０２ ZZ１６―６〈９〉裏 １ 二次、〔２５〕 付箋「廿七ノ四」、未修目

録５４８「一枚」。

造東大寺司→元興寺暁仁

大徳房→写書所

三４９３～４９４ S４５�（６） １

写書所（造東大寺司→元

興寺暁仁大徳房）

十一５０１ ZZ３８―２〈１６〉裏 １ 二次、〔３０―０８〕

写書所 十一５０３～５０４ ZZ１６―６〈９〉 ２ 一次、〔２２〕

写書所（→造東大寺司） 十一５０５ ZZ３７―５〈６〉裏 １ 二次、経紙并軸緒納帳（勝

宝４、十二３３５）

写書所（→造東大寺司） 十二２００～２０１ ZZ４２―４〈１１〉 １ 裏書「廿二日自内裏来縹

紙卅張 綺緒八丈五尺／

正用六百廿四張 六百卅

七 空破并�八」

写書所（→造東大寺司） 十一５４３ ZZ９―１１〈２〉裏 １ 二次、〔３１〕

写書所（→造東大寺司） 十一５３９～５４３ ZZ３８―２〈２～４〉裏 １ 二次、〔３０―０２〕 端裏「不用」。

写書所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写書所（→造東大寺司） 十一５０６～５０７ ZZ３８―２〈１〉 １ 裏書「三嶋宗麻呂／呉原故

／鴨書手」

端裏「天平勝宝三年告朔

案」。付箋「十ノ五」、未修

目録１２４「拾枚」。

写書所 各文書参照 各文書参照 ― 各文書参照

写書所（→造東大寺司） 十一５０７～５０９ ZZ３８―２〈２・３〉 ２ 一次、〔２９〕

写書所（→造東大寺司） 十一５０９～５１０ ZZ３８―２〈３・４〉 ２ 一次、〔２９〕

写書所（→造東大寺司） 十一５１１ ZZ３８―２〈５〉 ２ 一次、考紙并銭進上経師

等交名（勝宝２、二十五２０

～２１）

写書所（→造東大寺司） 十一５１２ ZZ３８―２〈６〉 １

写書所（→造東大寺司） 十一５１３～５１４ ZZ３８―２〈７〉 １ 裏書「校生一人 廿七日

食口 合／書生六人 装

�二人 校生二人／廿八

日食口 書生六人 装�
二人 校生一人」

写書所（→造東大寺司） 十一５１４～５１５ ZZ３８―２〈８〉 １

写書所（→造東大寺司） 十一５１５～５２３ ZZ３８―２〈１０～１４〉 １ 付箋〈１１〉「卅二ノ二」（「ノ

二」の下に「九」を記すが、

抹消）。未修目録８３１「一

枚」。

188



１７ 写書所解案 勝宝３．３．１１ 作成 金字華厳経 用度の記録

１８ 請金字華厳料紫紙并

墨等充装�帳
勝宝３．３．１１ ～勝宝３．３．２２ 金字華厳経 料紙・墨の受納記録

１９ 写書所奉請文案 勝宝３．３．１３ 作成 間写 経本の貸出請求

２０ 造東寺司牒 勝宝３．３．２５ 作成 五月一日経 起信論疏の貸出請求

２１ 造東寺司牒案 勝宝３．３．２５ 作成 五月一日経 涅槃経疏の貸出請求

２２ 造東寺司牒案 勝宝３．３．２５ 作成 五月一日経 大毘婆娑論抄の貸出

請求

２３ 造東寺司牒案 勝宝３．３．２５ 作成 五月一日経 対法論抄の貸出請求

２４ 造東寺司牒案 勝宝３．３．２５ 作成 五月一日経 対法論抄の貸出請求

２５ 経疏奉請検受帳 勝宝３．３．２５ ～勝宝３．３．２９ 五月一日経 論・疏等の借用記録

２６ 写書所解案 勝宝３．３．２６ 作成 五月一日経 奉写すべき巻数と必

要な料紙の報告

２７ 写書所解案 （勝宝３．３頃） 作成 寿量品 寿量品の書写状況の

報告

２８ 写書所解案 （勝宝３．４．５以前） 作成 五月一日経・間写 告朔（正月）

２９ 写書所解案 （勝宝３．４．５以前） 作成 五月一日経・間写 告朔（正月）

３０ 写書所告朔并食口案 勝宝３．４．５ ～勝宝３．１２．２１ 五月一日経・間写 月ごとの事業内容お

よび食料支給の報告

―０１ 写書所解案 勝宝３．１２．２１ 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０２ 写書所解案 （勝宝３．１０頃） ～勝宝３．１１．２９ 五月一日経・間写 食料支給の報告

―１ 写書所解案 （勝宝３．１０頃） 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―２ 写書所解案 勝宝３．１１．２９ 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０３ 写書所解案 勝宝３．９．２３ 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０４ 写書所解案 （勝宝３．８頃） 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０５ 写書所食口案 （勝宝３．７頃） 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０６ 写書所解案 勝宝３．６．２１ 作成 五月一日経・間写 食料支給の報告

―０７ 写書所解案 勝宝３．６．１ 作成 五月一日経・間写 告朔（５月）
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写書所（→造東大寺司） 十一５２３～５２９ ZZ３８―２〈１６～１９〉 ２ 一次、〈１６〉〔２４〕、〈１７・１８〉

造東大寺司牒案（勝宝２、

十一４２７～４２８）、〈１９〉〔３６〕

付箋〈１７〉「（判読できず）」、

〈１９〉「十五ノ一」、未修目

録２２４「壱巻 七枚」。

写書所（→造東大寺司） 十一５２９～５３３ ZZ３８―２〈２０～２３〉 １

写書所（→造東大寺司） 十一５３４～５３８ ZZ３８―２〈２４～２６〉 １

写書所（→造東大寺司） 三４９５～５００ S６（７） １ 継目裏に「書」字あり。

写書所 十一５４５～５４８ ZZ９―１１〈１・２〉 ２ 一次、〈２〉〔２８〕 往来軸「品校帳三巻複」

（右軸）。

写書所（造東大寺司→？） 十一５４８ ZZ４０―１〈９６〉裏 １ 二次、奉写一切経所食口

案（宝亀４年、二十一１９０～

１９１）

写書所 二十五２８～２９ ZZ１４―５〈１３〉 １

写書所 二十五２６～２７ ZZ１４―５〈１１〉 １

写書所 二十五２７～２８ ZZ１４―５〈１２〉 １ 裏書「合大乗経律又小乗

経惣二千六百�五巻／読

了一千一百十二巻／未読

一千五百卅三巻」

写書所（→造東大寺司） 十一５４９～５５０ ZZ３８―２〈１９〉 １ 二次、〔３０―０８〕

写書所（→造東大寺司） 十一５４９ ZZ３７―９〈２５〉 １ 前欠。付箋「十六」「卅一ノ

九」、未修目録７９３「一枚」。

写書所 十一５５０～５５２ ZZ６―４〈４〉 １

写書所 十一５５２～５５５ ZZ６―４〈１・２〉 １

写書所（→造東大寺司） 十一５５５～５５６ ZZ４０―１〈９５〉裏 １ 二次、奉写一切経所食口

案（宝亀４年、二十一８９～

１９０）

造東大寺司→紫微中台→

造東大寺司

十一５５６～５５７ ZZ４２―５〈１０〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５１２～

５１４）

写書所（華厳宗→？） 十一５５７～５６８ ZZ４１―２〈１～６〉 １ 端裏「厳宗布施法文案

華厳宗布施法案宗宗宗宗

宗／宗宗宗」

付箋〈１・６〉「卅九ノ十五」、

未修目録９９５「六枚」。

写書所（→？） 二十五３４ ZZ２８―１３〈７〉裏 １ 二次、〔７５〕

写書所（→？） 二十五３４ ZZ２８―１３〈６〉裏 １ 二次、〔７５〕

造東大寺司→写書所 十二１ ZZ１６―２〈６〉 １ 未修目録２６８「二枚」。

写書所→造東大寺司→宅

西堂→写書所

十二１～２ ZZ１６―２〈７〉 １ 未修目録２６８「二枚」。

写書所 十二２～５ ZZ１５―１〈１～３〉 １ 未修目録８００「一枚」。

写書所（→新薬師寺三綱

務所）

十二７～８ ZZ１６―３〈１５〉 １

写書所（造東大寺司→宣

教大徳坊）

三５１０～５１１ ZB６� １
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―０８ 写書所解案 勝宝３．５．１ 作成 五月一日経・間写 告朔（４月）

―０９ 写書所解案 勝宝３．４．５ 作成 五月一日経・間写 告朔（３月）

―１０ 写書所解案 勝宝３．４．５ 作成 五月一日経・間写 告朔（２月）

―１１ 写書所解案 勝宝３．４．５ 作成 五月一日経・間写 告朔（正月）

３１ 寿量品校帳 勝宝３．４．１０ ～勝宝３．７．６ 寿量品 校帳

３２ 造東大寺司啓案 勝宝３．４．２１ 作成 間写 六字呪王経書写の報

告

３３ 読大小乗経律検定文

案

（勝宝３．４．２４） 作成 五月一日経 大小乗経律の検定記

録

３４ 読大小乗経律検定文

案

（勝宝３．４．２４） 作成 五月一日経 大小乗経律の検定記

録

３５ 読大小乗経律検定文

案

（勝宝３．４．２４頃） 作成 五月一日経 大小乗経律の検定記

録

３６ 写書所解案 勝宝３．４．２５ 作成 五月一日経・間写 料紙の納充・残部の

記録

３７ 六字呪王経料紙申送

文案

勝宝３．４頃 作成 間写 使用料紙数の報告

３８ 充華厳経本帳 勝宝３．５．１５ ～勝宝３．５．２６ 間写 担当巻数・用紙等の

記録

３９ 充華厳経紙墨帳 勝宝３．５．１５ ～勝宝３．６．３ 間写 紙墨充当の記録

４０ 写書所解案 勝宝３．５．２１ 作成 五月一日経 料紙の請求

４１ 造東寺司奉請文 勝宝３．５．２２ 作成 ― 雑阿含経の貸出

４２ 華厳宗布施法定文案 勝宝３．５．２５ 作成 ― 布施法定文案

４３ 写書所経疏本返送文 勝宝３．６．７ 作成 間写 新華厳経疏の返送

４４ 写書所疏本返送文 勝宝３．６．７ 作成 間写 新華厳経疏の返送

４５ 造東大寺司次官佐伯

今毛人宣

勝宝３．６．８ 作成 ― 薬師経進上の命令

４６ 写書所奉請文 勝宝３．６．８ 作成 ― 薬師経等の進上

４７ 経本出納帳 勝宝３．６．８ ～勝宝３．７．２７ 写経一般 第４・５・６御櫃内の経

本の出納帳

４８ 写書所進送文 勝宝３．６．１２ 作成 五月一日経 大小乗目録の進送

４９ 造東寺司牒案 勝宝３．６．１４ 作成 五月一日経 疏等の貸出請求
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写書所（造東大寺司→大

安寺法宣大徳房）

三５１１ ZB６� １

僧宣教→写書所ヵ 十二８ ZZ１２―９〈４〉 １

写書所 十二１２～１６ ZZ１２―９〈８・９〉 １

写書所 十二１７～２１ ZZ１２―９〈１～３〉 １

写書所（→造東大寺司） 十二９～１２ ZZ１２―９〈５～７〉 １ 未修目録８７７「三枚」。

写書所（→造東大寺司） 十二２２～２９ ZZ５―４〈７～１３〉 １ 〈７〉付箋「二ノ十三」「二」、

未修目録２８「五枚」。

写書所（→良弁） 三５５８ ZB９� １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、未収）

写書所（内侍司→市原王

所）

三５１２ ZB７� １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５１６～

５１８）

市原王→写書所 二十五３７ ZZ４２―５〈１２〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５１６）

写書所 二十五３８～３９ ZZ１４―５〈８〉 １

写書所（造東大寺司→龍

蓋寺司三綱所）

十二３８～３９ ZZ４２―５〈１１〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５１２～

５１６）

龍蓋寺三綱→造東大寺司

政所→写書所

三５１５ ZB９� １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、未収）

写書所（→？） 十二３９～４０ ZZ１６―４〈１２〉 １？ 二次？、納櫃絁綿等注文
（年月日欠、十二４０）

付箋「卅二ノ十四」、未修

目録８４４「一枚」。

写書所 三５１５～５２１ ZB５０ １ 二次、〔８７〕

薬師寺三綱→造東大寺司

政所→写書所

三５２１～５２２ ZB１０� １ 二次、奉写一切経所布施

文案（宝亀４、未収）

東大寺倶舎衆→造東大寺

司→写書所

三５２２～５２３ ZB７� １ 二次、奉写一切経所布施

文案（宝亀４、二十二２０３～

２０５）

僧厳智→造東大寺司→写

書所

三５２４ Z４５� １ 二次、奉写一切経所布施

文案（宝亀４、二十二２０５～

２０６）

僧善福→写書所 十二４０～４１ ZZ３―３〈５〉裏 １ 二次、奉写一切経所解案

（宝亀４、二十二２０２）

尼宝浄→造東大寺司→写

書所

十二４１ ZZ３―３〈４〉裏 １ 二次、奉写一切経所解案

（宝亀４、二十二２００～２０１）

東大寺→造東大寺司→写

書所

十二４２ ZZ３―３〈３〉裏 １ 二次、奉写一切経所解案

（宝亀４、二十二２００）

東大寺→造東大寺司政所

→写書所

三５２６ S７�（２） １ 二次、奉写一切経所解案

（宝亀４、二十一１９８～２００）

写書所（東大寺？→？） 十二４２～６０ ZZ１３―８〈１～１１〉 １ 〈７〉裏書「称」

写書所（→造東大寺司） 十二３７～３８ ZZ１０―２６〈５〉裏 １ 二次、造東寺司解案（勝宝

６、十三５０～５７）

前・後欠。

東大寺→造東大寺司政所

→写書所

十二１６３～１６４ ZZ３―３〈２〉裏 １ 二次、奉写一切経所解案

（宝亀４、二十一１９６～１９７）
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５０ 造東寺司牒案 勝宝３．６．１５ 作成 五月一日経？ 起信論疏の貸出請求

５１ 僧宣教状 勝宝３．６．１５ 作成 五月一日経 各疏の所在の通知

５２ 応写章疏等勘定目録 勝宝３．６ 作成 五月一日経 章・疏等の目録

５３ 応請疏本目録 勝宝３．６ 作成 五月一日経 疏本等の所在別目録

５４ 応請疏本目録 勝宝３．６．２６ 作成 五月一日経 疏本の目録

５５ 写書所解案 勝宝３．６ 作成 千部法華経 布施の申請

５６ 写書所奉請文案 勝宝３．７．６ 作成 ― 弥勒経の貸出

５７ 内侍司牒案 勝宝３．７．１５ 作成 ― 法華経・疏の貸出請

求

５８ 市原王奉請文 （勝宝３．７．２１ヵ） 作成 ― 高僧伝の貸出請求

５９ 櫃納経巻検定文 （勝宝３．７ヵ） 作成 写経一般 各櫃内の状態を記録

６０ 造東寺司牒案 勝宝３．８．１ 作成 五月一日経 雑阿含経等の返送

６１ 龍蓋寺牒 勝宝３．８．１ 作成 ― 経典の受領報告

６２ 借奉請経疏目録 勝宝３．８．３ 作成 五月一日経 経・疏の目録

６３ 写書所解案 勝宝３．８．１２ 作成 寿量品 布施の申請

６４ 薬師寺三綱牒 勝宝３．８．１３ 作成 ― 四分律疏の貸出請求

６５ 倶舎衆牒 勝宝３．８．１４ 作成 ― 論疏の貸出請求

６６ 僧厳智状 勝宝３．８．１６ 作成 ― 経典の貸出請求

６７ 僧善福検納文 勝宝３．８．２８ 作成 ― 経典の検納報告

６８ 法華寺尼宝浄啓 勝宝３．９．１ 作成 ― 華厳経疏の貸出請求

６９ 東大寺牒 勝宝３．９．２ 作成 ― 維摩経疏の貸出請求

７０ 東大寺牒 勝宝３．９．１８ 作成 ― 成実論・章疏の貸出

請求

７１ 布施勘定帳 勝宝３．９．２０ 作成 ― 布施の勘定帳

７２ 写書所布施文案 勝宝３．９以降 作成 間写 布施の申請

７３ 東大寺牒 勝宝３．１０．８ 作成 ― 温室経等の貸出請求
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左大臣家→造東大寺司→

写書所

十二１６４～１６５ ZZ３―３〈１〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十二１９５～

１９６）

写書所 十二１６５～１７２ ZZ２８―１３〈５～１１〉 ２ 一次、〈６〉〔４４〕、〈７〉〔４３〕 〈５〉付箋「卅ノ一」「二」、

〈１１〉付箋「卅ノ一二」、未

修目録６８８「壱巻 八枚」。

写書所（春日虫麻呂→写

書所）

十二１７２～１７３ ZZ２７－３〈２２〉 １ 付箋「十八」「卅二ノ十三」、

未修目録８４０「一枚」。

写書所（春日虫麻呂→写

書所）

十二１７３～１７４ ZZ２７－３〈２３〉 １ 付箋「十九」「廿五帙四巻」、

未修目録５０８か。

写書所（→造東大寺司？） 十二１７２ 不明 ？ 不明

写書所（→造東大寺司） 二十五４０～４１ ZZ４０－１〈９０〉裏 １ 二次、奉写一切経所食口

案（宝亀４年、二十一１８４～

１８５）

写書所（造東大寺司→？） 十二１７５～１７６ ZZ１６－１〈６・７〉 １ 〈６〉習書あり。

写書所（造東大寺司→？） 十二１７４～１７５ ZZ１６－１〈５〉 １ 未修目録３８７「一枚」。

左大臣家→造東大寺司政

所→写書所

三５２７ ZB５� １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５１１～

５１２）

東大寺律宗→造東大寺司

政所→写書所

十二１７７～１７８ ZZ３－１０〈１６〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５０８～

５１０）

東大寺倶舎衆→造東大寺

司政所→写書所

十二１７８～１７９ ZZ３－１０〈１５〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５０６～

５０８）

竹野廣成→写書所 十二１８０～１８２ ZZ２３－４〈５５〉 １ 後欠。

写書所（→造東大寺司） 十二１８２ ZZ２４－４〈２〉裏 ２ 一次、界線。三次、経師校

生装�上日帳（勝宝９～宝
字２、十三２２６～２２７）

前欠。

写書所（→造東大寺司） 三５２８～５３５ ZB５０裏 ２ 一次、〔６３〕

写書所（→造東大寺司） 十二１８３～１８７ ZZ４２－２〈３３～３５〉 １ 未修目録９５３「三枚」。

写書所（→造東大寺司） 十二１９９～２００ ZZ４２－４〈１３〉 １ 未修目録１１４４「一枚」。

興福寺→東大寺三綱→写

書所

十二２０１～２０２ ZZ３－１０〈１４〉裏 １ 二次、奉写一切経所告朔

案（宝亀４、二十一５０５～

５０６）
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７４ 左大臣家牒 勝宝３．１０．１１ 作成 ― 南海伝の貸出請求

７５ 装�紙納充帳 勝宝３．１０．１４ ～勝宝５．１０．１ 五月一日経・間写 料紙納充の記録

７６ 春日虫麻呂手実 勝宝３．１０．２２ 作成 五月一日経・間写 造紙手実

７７ 春日虫麻呂手実 勝宝３．１０．２２ 作成 五月一日経・間写 造紙手実

７８ 写書所奉請文案 勝宝３．１０．２２ 作成 ― 東大寺阿弥陀堂所蔵

の金字最勝王経借用

の報告

７９ 写書所解案 （勝宝３．１０以降） 作成 間写 緒軸の請求

８０ 造東大寺司論疏奉請

文案

勝宝３．１１．１１ 作成 五月一日経 論・疏等の貸出請求

８１ 造東寺司論章疏奉請

文案

勝宝３．１１．１１ 作成 五月一日経 論・疏等の貸出請求

８２ 左大臣家牒 勝宝３．１１．１１ 作成 ― 南海伝の貸出請求

８３ 東大寺律宗牒 勝宝３．１１．１２ 作成 ― 経律論抄疏の貸出請

求

８４ 東大寺倶舎衆牒 勝宝３．１１．２５ 作成 ― 論等の貸出請求

８５ 竹野廣成手実 勝宝３．１２．７ 作成 五月一日経・間写 写経・校正手実

８６ 写書所解案 勝宝３．１２．１０ 作成 五月一日経？ 布施の申請

８７ 写書所布施文案 勝宝３．１２．１２ 作成 五月一日経・間写 布施支給の記録

８８ 写書所布施文案 勝宝３．１２．１５ 作成 五月一日経・間写 布施支給の記録

８９ 寿量品料紙受領文 勝宝３．１２．２４ 作成 寿量品 料紙の受納・返上記

録

９０ 興福寺牒 勝宝３．１２．２７ 作成 ― 出家功徳経の貸出請

求
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